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業績の見通しに関するお知らせ 

 

 2008 年３月期中間期（2007 年４月１日～2007 年９月 30 日）の連結業績の見込みを、下記のとおり 

お知らせいたします。なお、確定値につきましては、2007 年 10 月 24 日に発表を予定しております。 

 

記 

 

1. 2007 年度中間期（2007 年４月１日～2007 年９月 30 日）連結業績の見込み 

 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

2008 年３月期 中間期 見込み（Ａ） 221,000 10,000 4,000 18,000

2007 年３月期 中間期 実績（Ｂ） 203,245 26,220 23,765 19,524

増   減   額 （Ａ―Ｂ） 17,755 △16,220 △19,765 △1,524

増   減   率 （％） 8.7 △61.9 △83.2 △7.8

（参考） 

2008 年 3 月期 第１四半期 実績 
109,482 3,743 3,736 14,554

 

 

2. 業績見込みの概要 

すでに発表済みの第１四半期に引き続き、当第２四半期もＤＲＡＭ価格の低迷が続きました。パソ

コン向けＤＲＡＭの主要製品であるＤＤＲ２型ＳＤＲＡＭの平均スポット価格は、昨年７-９月期の

５ドル強に対し、本年４-６月期には２ドル強まで下がり、同７-９月期（当社における第２四半期）

には約２ドルとなりました（上記スポット価格は、DRAMeXchange 社による）。第２四半期は、大手 

ＰＣメーカーからのＤＲＡＭ需要は堅調だったものの、ＤＲＡＭメーカーによる供給増に加え、一部

ＤＲＡＭメーカーおよびモジュールメーカー、流通業者による在庫放出等に起因するスポット価格の

下落により、大口価格も引きずられる形で続落しました。 

このような状況の下、当社の第２四半期売上高は出荷量の増加により（出荷ビット成長率（注）：前

年同期比 113％増、前四半期比８％増）、前年同期比および前四半期比でほぼ横ばいとなる見込みと

なりました。営業利益は、ＤＲＡＭ価格が堅調であった前年同期比では大幅減少となりますが、生産

性の向上による売上総利益率の改善に伴い、前四半期比では約 65％改善の見込みとなっています。 
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なお、第２四半期は営業外費用として、持分法による投資損失（主に生産合弁会社レックスチップ

社分）約 31 億円、為替差損約 26 億円を計上する予定です。 

 

下期も引き続きパソコン向けＤＲＡＭの価格は低い水準で推移する可能性があります。これに対し

て当社は、先端技術である 70 ナノメートル・プロセスを使った生産の比率を高め、引き続きコスト

低減に取り組むとともに、モバイル機器・デジタル家電向けＤＲＡＭの販売拡大を進め、業績改善に

努める所存です。 

 

【ご参考】 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
当期(四半期)

純利益 

2007 年３月期 第２四半期 実績 111,147 17,082 16,390 12,919

同    第１四半期 実績 92,098 9,138 7,375 6,605

 

以 上 

 

 

上記の見込みは、本資料の発表当日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な

要因に係る本資料発表日における仮定を前提としています。実際の業績は今後、様々な要因によって異なる

可能性があります。 

                                                                                                                                                      
（注）

出荷ビット成長率：比較する２つの期間におけるビット（メモリの記憶容量を示す単位）出荷数量の増減率 
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